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二
0
年
代
に
お
け
る
「
過
剰
農
産
物
」
対
策

I

過
剰
農
産
物
の
発
生
と
農
産
物
需
給
調
整
計
画

I

農
業
取
引
法
の
成
立
と
そ
の
性
格

三
0
年
代
農
業
恐
慌
と
連
邦
農
業
局
の
破
産

農
業
調
整
政
策
の
成
立

I

農

業

調

整

法

農
業
調
整
政
策
の
成
果

二
九
年
恐
慌
以
後
、
世
界
の
主
要
な
資
本
主
義
国
に
お
い
て
農
業
政
策
の
基
調
に
重
要
な
変
化
が
生
じ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
農
業
調
整
法

（
三
三
年
）
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
法
（
三
―
一
年
）
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
小
麦
の
価
格
支
持
政
策
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

生
産
・
流
通
過
程
に
千
渉
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
農
産
物
価
格
の
支
持
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
政
策
が
う
ち
だ
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

成

立

宮
第
二
十
八
巻 JI/ 
第
四
号

六
五

謙

政
府
が
直
接
に
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の
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立

過
剰
農
産
物
の
発
生
と
農
産
物
需
給
調
整
計
画

第
二
十
八
巻

ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か

は
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
政
策
が
資
本
の
低
農
産
物
価
格
要
求
に
主
導
さ
れ
て
展
開
し
て
き
た
の
と
比
較
し
て
、
著
し
い
特
徴
点
と
な
っ
て
い

農
業
政
策
の
基
調
変
化
を
ア
メ
リ
カ
の
実
例
に
即
し
て
検
討
し
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
対
象
と
す
る
期
間
は
第
一
次
大
戦
後

か
ら
三
六
年
の
加
工
税
違
憲
判
決
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
農
産
物
の
過
剰
生
産
問
題
が
政
策
の
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
第
一
次
枇
界
大
戦
以
後

の
こ
と
で
あ
る
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
始
め
の
二

0
年
間
は
、
低
地
代
と
高
い
農
業
生
産
力
を
基
礎
と
し
て
、

ら
の
活
発
な
農
産
物
輸
入
に
う
ら
づ
け
さ
れ
て
、
農
産
物
価
格
の
上
昇
と
農
業
収
入
の
増
大
を
特
徴
と
し
て
お
り
、

金
時
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
農
業
生
産
の
急
激
な
拡
大
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
、
そ
し
て
特
に
二

0
年
ー
ニ
―
年
の
戦
後
恐
慌
を
さ

か
い
と
し
て
終
止
符
が
う
た
れ
、
地
代
の
上
昇
と
カ
ナ
ダ
、

競
争
力
の
弱
化
、
更
に
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
国
内
農
業
保
護
政
策
の
強
化
に
挟
撃
さ
れ
て
、
以
後
「
農
業
の
因
難
」
な
時
代
を
む
か
え
た
の

で
あ
る
。
農
業
に
対
す
る
「
援
助
」
、
「
救
済
」
要
求
が
農
業
者
の
あ
い
だ
に
生
じ
、
種
々
の
農
産
物
需
給
調
整
計
画
が
提
出
さ
れ
た
の
も
こ

の
時
期
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
援
助
」
又
は
「
救
済
」
要
求
を
発
生
さ
せ
た
基
礎
で
あ
る
こ
の
時
期
の
「
農
業
の
困
難
」
と
い
わ
れ
る
現
象
の
性
質
、
内
容
を

る。

ー

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等
の
後
進
国
農
業
の
急
速
な
発
展
に
と
も
な
う
農
産
物
の
国
際

二

0
年
代
に
お
け
る
「
過
剰
農
産
物
」
対
策

第
四
号

ア
メ
リ
カ
農
業
の
「
黄

六
六
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第
一
次
大
戦
中
に
驚
異
的
な
発
展
を
と
げ
た
農
業
生
産
は
、
二

0
ー
ニ
―
年
の
戦
後
恐
慌
の
過
程
で
大
打
撃
を
う
け
、
縮
少
を
迫
ら
れ
る

の
だ
が
、
戦
後
恐
慌
の
終
了
後
、
農
業
は
永
く
沈
滞
を
続
け
、

的
圧
迫
」
が
進
行
し
、
「
農
民
の
抑
圧
さ
れ
た
状
態
」
が
出
現
し
た
。
そ
れ
は

に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

第 1表

農

業

調

整

政

策

の

成

立 >
（註） Annals.march, 1929. p. 9 

第
四
号

「
農
産
物
購
売
力
の
低
下
」
｀

六
七

「
農
民
に
対
す
る
経
済

「
農
業
部
門
の
非
農
業
部
門
に

第
一
表
に
よ
っ
て
農
産
物
販
売
現
金
所
得
の
推
移
を
み
る
と
、
ニ
―
ー
ニ
ニ
年
の
七

0
億
八

千
五
百
万
ド
ル
を
底
と
し
て
、
そ
の
後
上
昇
に
移
り
二
五
ー
ニ
六
年
に
は
一

0
0億
ド
ル
を
超

え
、
以
後
こ
の
水
準
に
近
い
線
で
安
定
し
て
い
る
。
現
金
所
得
は
農
業
恐
慌
期
の
そ
れ
に
く
ら

べ
る
と
三

0
億
ド
ル
以
上
も
回
復
し
て
い
る
。
し
か
し
、
恐
慌
以
前
の
水
準
に
は
及
ば
な
い
。

所
得
の
回
復
が
軽
微
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
現
金
支
出
の
減
少
は
弱
い
。
こ
の
こ
と
は
農
産

物
の
生
産
者
受
取
価
格
指
数
に
対
す
る
農
家
支
払
価
格
指
数
の
比
率
（
農
産
物
購
売
力
指
数
）

の
推
移
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
ニ
―
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
一
応
の
回
復
を
と
げ
る
の
で

あ
る
が
、
二
六
年
以
後
再
び
低
下
す
る
。
し
か
も
―

-
0年
代
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
戦
前
水
準

シ
ェ
ー
レ
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
（
第
二
表
）
。
し
た
が
っ
て
農
産
物
価
格

水
準
は
、
他
の
商
品
と
の
相
対
価
格
で
こ
れ
を
み
る
と
、
む
し
ろ
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
農
民
の
経
済
状
態
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

「
農
業
の
困
難
」
を
激
化
さ
せ
た
要
因
と
し
て
租
税
・
抵
当
利
子
の
負
担
で
あ
る
。

二
倍
と
な
り
、
二

0
年
代
に
は
さ
ら
に
一
四
％
の
上
昇
を
み
た
。
二

0
年
代
に
お
け
る
抵
当
負
債
利
子
は
年
平
均
六
億
二
千
万
ド
ル
に
達
し

対
す
る
不
均
衡
の
拡
大
」
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
。

明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

-
＝
ー
カ
ー
当
り
の
不
動
産
税
は
一
三
ー
ニ

0
年
に

第
二
十
八
巻

一
般
経
済
の
繁
栄
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



は
す
べ
て
「
総
計
」
又
は
「
平
均
」
で
あ
る
。

農産物睛売力指数

(1910~14=100) 

年次 II売力 1年次 ，購売カ
柘数 ！ 1指数

II 

1917 I 118 II 23 I 88 
18 I 112 !I 24 [ 87 

19 I 102 II 25 I. 92 
20 I 99 II 26 I 87 

21 i 75 II 27 I 85 
22 

I, 
I 81 11 28 I 89 

（註） Annals.March, 1929. p. 16 

第 2表

第 3表 農場破産件数
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た
。
不
動
産
税
と
抵
当
負
債
利
子
の
両
者
が
現
金
収
入
中
し
め
る
割
合
は
、
戦
前
は
六
ー
八
％
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
期
間
に
は
八
ー
一
四

(
1
)
 

％
に
高
ま
っ
て
い
る
。

農
業
経
営
の
困
難
さ
は
破
産
者
の
続
出
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
破
産
件
数
の
増
加
は
農
産
物
価
格
、
農
業
所
得
水
準
が
上
昇
し

（註） YearBook of Agriculture. 
1931. 

第
二
十
八
巻

が
、
二
五
ー
ニ
九
年
に
は
八

0
万
七
千
人
の
減
少
を
し

(
2
)
 

め
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ま
で
と
り
あ
っ
か
っ
て
き
た
資
料

し
た
が
っ
て
農
業
生
産
を
担
当
し
て
い
る
各
階
層
、
階
級
間
の
動
向
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
晦
産
物
価
格
が
低
落
し
て
も
、
農
業
の
機
械
化
を
推
進
し
、
生
産
性
を
高
め
た
農
場
と
そ
う
で
な
い
農
場
と
で
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た

影
響
を
う
け
る
。
前
者
で
は
平
均
利
潤
、
あ
る
い
は
超
過
利
潤
さ
え
可
能
で
あ
り
、
後
者
に
あ
っ
て
は
利
潤
の
い
ち
じ
る
し
い
減
少
、
生
産

費
を
つ
ぐ
な
う
こ
と
の
で
き
な
い
価
格
と
し
て
う
け
と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
農
業
総
所
得
の
運
動
も
、
そ
の
全
体
と
し
て
の
増
減
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
各
階
層
、
階
級
へ
の
帰
属
が
重
要
で
あ
る
。
農
業
の
困
難
と
い
わ
れ
る
現
象
が
農
業
生
産
者
の
ど
の
層
に
と
っ
て
そ
う
で

あ
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ー
ニ
五
年
の
農
場
人
口
の
減
少
は
五
五
万
人
で
あ
っ
た

加
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

二
0

と
な
ら
ん
で
、
農
村
人
口
の
「
都
市
へ
の
逃
亡
」
が
増

れ
ば
数
倍
の
破
産
者
を
だ
し
て
い
る
。
破
産
者
の
続
出

た
二
五
年
以
後
に
お
い
て
も
続
き
、
恐
慌
前
に
く
ら
ベ

第
四
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八
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第 4表 階層別農場数及び土地面積
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農 場 数（千） 土地面積（千エーカー）

1925年 1930年増減（彩） ＇ 1925年 I1930年 1増 叡 節
i l 

エーカー
~10 

10~19 
378.5 1 358 5-5.3 i 2,096 6 _＿ 1 

588.0 | 559.6 -4.8 | 8,059.7 
20~4~ I 1,450.7 j l,4~Q.4 I -0.7 I 46,404.8 
50~99 I 1,421.1 I 1,375.o I -3.2 I 101,906.2 

100~174 I 1,383.8 I 1,342.9 i -3.0 I 185,707.8 
175~499 942.4 i 971.91 +3.1 258,204.o 
500~999 143.8 1 159.7 | ＋11.1 97,467.8 
1.000 ， ~ I 63.3 I 

I 
80.6 I +27.3 I 224,472.4 

ヒ ー―- ．- ＇ I 
ム

I 
ロ計 I6,371.6 I 6,2ss.6 1 -1.3 f 924,319.3 i 986,770.71 

（註） StatiscalAbstruct. 1933. 

1,908.3 
7,789.3 

46,251.6 
98,684.7 
180,213.7 
266,786.3 
108,924.0 
276,212.8 
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0
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＋
＋
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た
め
に
開
始
さ
れ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
、

第
四
号

六
九

コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
導
入
に
よ
る
農

一
九
二
五
年
ー
三

0
年
の
期
間
に
お
け
る
階
層
別
の
農
場
数
と
土
地
面
積
の
増
減
を
第

四
表
に
し
め
し
た
。
農
場
総
数
は
こ
の
期
間
に
一
・
三
％
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
が
、
一

七
五
＝
ー
カ
ー
以
上
規
模
の
農
場
は
い
づ
れ
も
増
加
し
、
増
加
率
は
上
層
に
近
づ
く
に
つ

カ
ー
以
下
の
農
場
減
少
率
が
め
だ
っ
て
高
い
。
ま
た
農
場
の
土
地
面
積
は
、
農
場
数
の
減

カ
ー
以
上
の
巨
大
規
模
農
場
に
お
け
る
増
加
率
が
い
ち
じ
る
し
い
。
中
・
小
規
模
農
場
の

脱
落
と
大
経
営
の
前
進
が
あ
ざ
や
か
に
え
が
き
出
さ
れ
て
い
る
。

大
経
営
の
前
進
は
農
業
機
械
化
の
発
展
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
機
械
化
は
第
一
次
大
戦
中
の
深
刻
な
労
働
力
不
足
を
緩
和
す
る

業
機
械
化
は
二

0
年
代
に
一
層
の
発
展
を
と
げ
る
。
畜
力
を
主
体
と
し
た
旧
来
の
技
術
体

系
で
は
、
戦
後
恐
慌
に
よ
る
価
値
革
命
の
結
果
生
じ
た
低
い
価
格
水
準
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
機
械
化
の
発
展
は
労
働
生
産
性
を
高
め
、
農
業
生
産
者

一
人
当
り
生
産
量
の
上
昇
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
第
五
表
）
。
労
働
費
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
巾
な
生
産
費
の
軽
減
が
可
能
と
な
っ
た
。

動
力
及
び
機
械
の
使
用
を
基
礎
と
す
る
新
技
術
体
系
は
大
規
模
経
営
に
よ
っ
て
の
み
導

第
二
十
八
巻

少
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
体
で
六
・
八
％
の
増
加
を
し
め
し
、

な
か
で
も
一
、

0
0
0
=
1

れ
て
上
昇
し
て
い
る
。

一
七
四
＝
ー
カ
ー
以
下
の
層
で
は
い
づ
れ
も
減
少
し
、

一
九
＝
ー
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第 5表 農業生産者当り生産高指数 (1900=100)

次生産潰 雇 用 労働者1人当生産麻

年 有給従業者 1子農及場び労経成働営人者者男 有給従業者 ＇ 農及子場び労経成働営人者者男

1920 126 104 112 121 112 
21 126 104 113 122 112 
22 128 104 113 124 113 
23 130 103 113 126 115 
24 136 103 113 132 120 
25 138 102 113 136 122 
26 141 101 112 140 125 
27 142 100 112 143 127 
28 144 99 111 146 129 
29 144 97 110 149 131 
30 145 96 110 151 132 

農

業

識

整

政

策

の

成

立

（註） （1) Harold Barger and Hans H. Landsberg, American 
Agriculture, 1899~193!}. p. 251 

(2)気象条件の変動による影響を少くするため、各年次ともに 5ケ年

移勁平均値にもとづく指数。

需
要
を
充
足
す
る
た
め
に
異
常
に
大
量
の
資
本
と
労
働
を
吸
引
し
た
農
業
生

そ
の
対
極
に
は
資
本
制
的
大
規
模
機
械
化
経
営
の
前
進
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
二

0
年
代
後
半
に
生
じ
た
農
民
経
営
の
広
汎
な
危
機
を
と
も
な
っ
て
進

行
し
た
「
農
業
の
困
難
」
は
、
戦
時
中
の
国
内
お
よ
び
ョ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の

産
を
戦
後
の
あ
ら
た
な
る
社
会
的
再
生
産
の
条
件
の
下
で
必
要
と
す
る
水
準

に
調
整
す
る
た
め
の
過
程
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
農
産
物
の
市
場
価
値
が

大
規
模
経
営
の
低
い
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
よ
り
劣
悪
な
経
営

(
8
)
 

条
件
の
企
業
の
生
産
物
を
市
場
か
ら
駆
逐
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
二
四
年

以
後
の
農
産
物
価
格
上
昇
が
軽
微
で
あ
り
、
頭
う
ち
状
態
で
停
滞
を
つ
づ
け

た
と
い
う
事
実
は
、
以
上
の
よ
う
な
農
業
生
産
力
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
も

な
か
っ
た
小
農
民
層
の
「
困
難
」
で
あ
り
、
農
民
経
営
の
危
機
で
あ
っ
た
。

化
が
あ
る
。

小
規
模
経
営
の
な
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な

第
二
十
八
巻

入
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、

い
。
技
術
的
に
立
ち
遅
れ
た
小
規
模
経
営
は
大
規
模
・
機
械
化
経
営
と
の
競

争
に
敗
北
し
、
破
滅
し
て
い
く
。
前
に
み
た
と
こ
ろ
の
農
民
の
破
産
、
都
市

へ
の
逃
亡
、
農
民
層
の
分
解
の
基
礎
に
は
以
上
の
よ
う
な
生
産
力
構
造
の
変

「
農
業
の
困
難
」
は
農
業
に
お
け
る
技
術
革
新
に
順
応
す
る
こ
と
が
で
き

第

四

号

七

0
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ン
ズ
法
案

(
M
c
k
i
n
l
e
y
‘
A
d
k
i
n
s
Bill)
、

第
四
号

七

(
J
o
n
e
s
,
K
e
t
c
h
a
m
 
Bill) 
は
こ
の
輸
出
証

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

政
治
問
題
と
し
、

戦
後
恐
慌
と
そ
れ
以
後
二

0
年
代
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
「
農
業
の
困
難
な
状
態
」
は
「
農
業
救
済
」

(
f
a
r
m
relief)
を

こ
れ
ら
の
諸
案
の
中
心
は
農
産
物
価
格
の
引
上
げ
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
い
づ
れ
も
立
法
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

二
0
年
代
に
提
案
さ
れ
た
「
農
業
救
済
案
」
の
主
要
な
も
の
を
ひ
ろ
う
と
、
「
平
衡
料
制
度
」

明
書
制
度
」

(
e
x
p
o
r
t
d
e
v
e
n
t
u
r
e
 p
l
a
n
)
、
「
国
内
割
当
案
」

(
d
o
m
e
s
t
i
c
,
a
l
l
o
t
m
e
n
t
p
l
a
n
)
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
の
平
衡
料
制

度
は
、
後
に
マ
ク
ナ
リ
・
ホ
ウ
ゲ
ン
法
案
(
M
c
n
a
r
y
,
H
a
u
g
e
n
Bill)
と
し
て
議
会
に
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
の
骨
子
と
な

っ
て
い
る
の
は
国
内
に
お
け
る
過
剰
農
産
物
を
国
外
に
輸
出
し
、

に
、
国
内
市
場
は
高
率
関
税
に
よ
っ
て
保
護
し
、
国
内
市
場
で
販
売
さ
れ
る
農
産
物
価
格
を
国
際
価
格
よ
り
関
税
相
当
分
だ
け
高
め
る
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
内
価
格
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
生
じ
る
輸
出
業
者
の
損
失
は
国
内
向
農
産
物
の
生
産
者
か
ら
徴
集
さ
れ
る
平
衡

税
に
よ
っ
て
補
顛
す
る
。

第
二
の
輸
出
証
明
書
制
度
は
、
輸
出
を
奨
励
し
、

に
引
上
げ
よ
う
と
す
る
点
で
は
平
衡
料
制
度
と
同
じ
で
あ
る
。

明
書
制
度
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

農

業

調

整

政

策

の
成
立

多
種
多
様
な
救
済
案
が
討
論
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
国
内
市
場
に
お
け
る
過
剰
農
産
物
の
圧
力
を
弱
め
る
と
と
も

そ
の
分
だ
け
国
内
市
場
へ
の
農
産
物
供
給
を
減
退
さ
せ
、
国
内
価
格
を
国
際
価
格
以
上

た
だ
輸
出
業
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
補
助
が
輸
出
証
明
書
と
い
う
譲
渡
可

能
証
券
で
支
払
わ
れ
、
こ
れ
は
輸
入
関
税
の
支
払
い
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

1
1

価
格
支
持
の
負
担
が
生
産
者
で
は
な
く
国
庫
に
帰
し
、
間
接
的
に
は
一
般
納
税
者
に
転
稼
さ
れ
る
。
二
六
年
の
マ
ッ
キ
ン
レ
イ
・
ア
ド
キ

ニ
八
年
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ケ

ッ
チ
ャ
ム
法
案

第
二
十
八
巻

つ
ま
り
こ
に
れ
よ
る
と
、
輸
出
補
助

(
e
q
u
a
l
i
z
a
t
i
o
n
 
f
e
e
 p
i
a
n
)
、
「
給
F

出
1

証
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農

業

調

整

政

策

の

成

立

第
二
十
八
巻

第
三
の
国
内
割
当
案
は
、
生
産
者
に
対
し
て
過
去
の
一
定
期
間
に
お
け
る
実
績
か
ら
算
定
さ
れ
た
国
内
市
場
で
の
生
産
物
の
販
売
権
（
国

内
割
当
）
を
割
当
て
、
こ
の
部
分
に
は
市
価
に
割
当
報
償
金
を
加
え
た
高
い
価
格
を
支
い
、
残
余
の
生
産
物
は
輸
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
4
》

い
。
輸
出
部
分
の
価
格
は
当
然
国
内
価
格
よ
り
安
い
。

以
上
三
つ
の
方
法
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
点
は
、
そ
の
い
づ
れ
も
が
農
産
物
の
国
内
市
場
と
国
際
市
場
と
を
切
り
離
し
、
前
者
へ
の
供

給
制
限
を
通
じ
て
国
内
市
場
価
格
を
国
際
市
場
価
格
よ
り
高
く
引
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
矛
盾
す
る
二
つ
の
内
容

が
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
農
産
物
の
国
内
市
場
を
国
際
市
場
か
ら
高
率
関
税
に
よ
っ
て
政
策
的
に
切
断
す
る
こ
と
は
、
十
九
世
紀
末
農
業
恐

慌
の
過
程
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
統
一
的
な
国
際
農
産
物
市
場
の
否
定
で
あ
り
、
自
由
競
争
に
よ
る
農
産
物
価
格
決
定
機
構
の
否
定
で
あ

る
。
農
産
物
価
格
水
準
は
政
策
的
に
決
定
さ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
た
め
に
は
生
産
・
流
通
の
制
限
・
統
制
を
不
可
避
と
す
る
。
し
か
し
、

前
述
の
諸
方
策
は
流
通
量
と
価
格
と
を
き
わ
め
て
機
械
的
に
関
連
さ
せ
、
国
内
市
場
へ
の
供
給
制
限
（
輸
出
増
大
又
は
国
内
市
場
割
当
を
通

じ
て
）
は
高
価
格
を
結
果
す
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
価
格
形
成
は
、
原
理
的
に
は
自
由
競
争
を
前
提
と
し
て
お
こ
な

わ
れ
る
。
維
持
さ
る
べ
き
価
格
水
準
は
、
自
由
競
争
の
結
果
つ
く
り
出
さ
れ
る
国
際
市
場
価
格
を
基
準
と
し
、
こ
れ
プ
ラ
ス
若
干
の
プ
レ
ミ

ア
ム
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
生
産
・
流
通
量
の
直
接
的
な
制
限
・
統
制
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
る
政
策
価
格
を
内
容
と
し
て
い
な
い
。

第
四
号

「
政
治
的
発
言
力
の
あ
る
農

農
業
救
済
要
求
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
農
産
物
過
剰
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
過
剰
と
は
「
も
っ
と
も
政
治
的
発
言
力
の
あ
る
農
業

(
5
)
 

者
に
と
っ
て
満
足
で
き
る
水
準
以
下
に
、
価
格
を
引
き
下
げ
る
ほ
ど
豊
富
な
農
産
物
の
量
」
の
こ
と
で
あ
る
。

業
者
」
と
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
資
本
制
的
大
規
模
農
場
の
経
営
者
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
恐
慌
後
の
価
値
革
命
の
結
果
生
じ
た
低
い
価
格
水

準
に
大
規
模
な
機
械
化
と
生
産
力
の
向
上
に
よ
っ
て
対
応
し
、
十
分
な
利
潤
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
彼
等
に
と
っ
て
生
産
の
制
限
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
械
化
さ
れ
た
大
量
生
産
に
よ
っ
て
単
位
生
産
物
当
り
の

七
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農
産
物
価
格
の
引
上
げ
要
求
は
工
業
に
お
け
る
資
本
の
要
求
1
1

低
食
料
価
格
・
低
原
料
価
格
と
真
向
か
ら
対
立
す
る
。

年
ま
で
の
四
年
間
に
わ
た
っ
て
議
会
の
中
心
議
題
と
な
り
、
喧
燥
を
極
め
た
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ホ
ウ
ゲ
ン
法
案
が
結
局
は
成
立
を
み
な
か
っ
た

の
は
、
農
産
物
価
格
の
引
上
げ
が
賃
銀
、
原
料
価
格
の
上
昇
を
通
じ
て
利
潤
率
の
低
下
を
ま
ね
き
、
ま
た
「
相
対
的
に
安
い
ア
メ
リ
カ
の
農

(
6
)
 

産
物
の
輸
出
は
、
外
国
の
工
業
が
世
界
市
場
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
工
業
と
よ
り
効
果
的
な
競
争
を
可
能
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う

危
惧
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

二
0
年
代
後
半
の
ア
メ
リ
カ
経
済
に
と
っ
て
、
農
産
物
価
格
水
準
の
低
位
は
繁
栄
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
。

資
本
投
資
増
大
の
必
然
的
な
結
果
と
し
て
、
傾
向
的
に
低
下
し
て
い
た
。

農

業

謁

整

政

策

の

成

立

案
を
相
次
い
で
提
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
た
。

を
必
要
と
す
る
根
拠
は
な
か
っ
た
。

コ
ー
リ
ー
に
よ
れ
ば
、

第

四

号

七

ニ
四
年
か
ら
二
八

生
産
費
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
販
売
量
の
増
大
に
よ
り
総
利
潤
量
の
増
大
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
過
剰
」
と
は
、
大
規
模
機
械
化
経
営
の
生
産
物
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
市
場
価
値
水
準
を
一
時
的
に
攪
乱
す
る
諸
要
因
、
た

と
え
ば
出
盛
期
に
金
融
的
に
ひ
っ
迫
し
た
下
層
の
農
民
に
よ
っ
て
市
場
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
さ
れ
る
分
量
で
あ
る
と
か
、
豊
作
の
結
果
過
大
に
供

給
さ
れ
る
分
量
で
あ
る
。
こ
の
種
の
過
剰
は
流
通
過
程
に
お
け
る
諸
操
作
に
よ
っ
て
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
生
産
制
限
政
策

も
ち
ろ
ん
、
大
規
模
な
機
械
化
に
よ
っ
て
低
い
価
格
水
準
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
農
業
者
も
価
格
水
準
の
引
上
げ
に
は
強
い
関
心
を

一
層
高
い
利
潤
が
手
に
入
る
か
ら
で
あ
る
。
劣
悪
な
経
営
条
件
に
あ
る
農
民
層
か
ら
の
価
格
引
上
要
求
は
非
常
に
強
か
っ
た
。
地

代
、
抵
当
負
債
利
子
、
租
税
等
の
重
い
負
担
に
あ
え
ぐ
農
民
に
は
、
現
在
の
価
格
は
生
産
費
を
す
ら
完
全
に
補
償
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
価
格
引
上
は
全
農
業
者
の
統
一
的
な
要
求
と
な
り
、
農
民
運
動
の
拡
大
を
背
景
と
し
て
議
会
に
圧
力
を
加
え
、
前
述
の
如
き
内
容
の
法

第
二
十
八
巻

こ
の
時
期
の
利
潤
率
は
固
定

二
三
年
と
二
五
年
の
年
平
均
利
潤
率
は
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ベ
ー
・
リ
ュ
ボ
シ
ッ
ツ
「
農
業
恐
慌
理
論
の
諸
問
題
」
二
四
七
頁
。

常
盤
政
治

「
第
一
次
大
戦
後
の
農
業
恐
慌
の
性
格
」

1

1

1

田
学
会
雑
誌
、
五
四
巻
第
六
号
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三
六
頁。

J
o
h
n
 D. B
l
a
c
k
,
 
P
l
a
n
s
 f
o
r
 R
a
i
s
i
n
g
 P
r
i
c
e
 
o
f
 
F
a
r
m
 P
r
o
d
u
c
t
,
 
i
n
 
A
n
n
a
l
s
,
 
M
a
r
c
h
 1
9
2
9
`
p
p
.
 3
8
0
~
3
8
3
.
 

C
.
 
T. S
c
h
m
i
d
t
,
0
p
.
 cit., 
p. 
112. 

C
.
 
T. S
c
h
m
i
d
t
,
 
o
p
.
 
cit., 
p. 
1
1
 
~· 

二
九
年
の
農
業
取
引
法
の
性
格
を
次
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

七
四

(
7
)
 

八
・
三
％
で
あ
っ
た
の
が
、
二
六
、
二
八
、
二
九
年
の
三
カ
年
の
年
平
均
利
潤
は
七
・
ニ
％
に
低
下
し
て
し
ま
っ
て
い
る
（
景
気
後
退
の
お

こ
っ
た
二
四
年
と
二
七
年
を
除
く
）
。
資
本
主
義
的
生
産
は
利
潤
率
低
下
傾
向
に
対
す
る
間
断
な
き
斗
争
で
あ
り
、
利
潤
率
を
維
持
す
る
た

め
に
賃
銀
の
上
昇
は
極
力
お
さ
え
ら
れ
た
。

「
一
九
二
四
年
1

二
八
年
の
、
工
業
労
働
者
賃
銀
（
製
造
業
、
鉱
業
、
石
油
業
、
採
石
業
、
建

(
8
)
 

設
及
び
運
輸
業
）
は
一
九
二
三
年
水
準
を
め
ぐ
っ
て
変
動
し
た
」
と
コ
ー
リ
ー
は
述
べ
て
い
る
。
賃
銀
水
準
の
上
昇
を
抑
止
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
な
食
料
農
産
物
の
価
格
水
準
の
低
下
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
、
更
に
引
下
げ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
資
本
家
に
と
っ
て
主
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。

他
方
、
農
業
内
部
に
お
い
て
も
、
機
械
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
が
進
行
し
、

し
た
こ
と
は
く
り
返
し
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
多
く
の
農
民
は
収
入
減
少
に
苦
し
ん
だ
が
、

部
門
に
吸
収
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
規
模
機
械
化
経
営
に
よ
る
土
地
と
資
本
の
蓄
積
・
集
中
を
促
進
し
た
。
資
本
の
論
理
は
大
規
模
機
械
化

経
営
の
発
展
を
基
礎
と
し
て
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。

相
対
的
安
定
期
に
お
い
て
価
格
支
持
政
策
を
頑
固
に
拒
否
し
た
論
理
は
、

農

業

調

整

政

策

の

成

立

フ
ー
バ
ー
政
府
の
農
業
政
策
の
な
か
に
も
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
農
産
物
価
格
の
低
い
水
準
を
維
持

第
二
十
八
巻

コ
ス
ト
の
引
下
げ
が
可
能
な
大
経
営
で
は
超
過
利
瀾
を
実
現

こ
れ
ら
の
層
は
農
業
外
に
駆
逐
さ
れ
、
工
業

第
四
号
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か
し
、
そ
の
内
容
は
非
常
に
漠
然
と
し
て
い
る
。 （

実
際
に
支
出
さ
れ
た
金
額
は
初
年
度
、

第

四

号

七

五

に
総
額
五
億
ド
ル
を
限
度
と
す
る
回
転
基
金

一
・
五
億
ド
ル
）

農
業
取
引
法
の
成
立
と
そ
の
性
格

フ
ー
バ
ー
政
府
は
、
農
民
の
「
価
格
固
定
」

(
p
r
i
c
e
,
f
i
x
i
n
g
)
要
求
に
対
し
て
基
本
的
に
は
反
対
の
立
場
に
あ
っ
た
が
、

業
地
域
か
ら
の
政
治
的
圧
力
に
お
さ
れ
て
、
独
自
の
農
業
救
済
計
画
を
立
案
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
二
九
年
六
月
に
成
立
し
た
農
業
取
引

法
(
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l
M
a
r
k
e
t
i
n
g
 A
c
t
,
 1
9
2
9
)

が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
法
律
の
目
的
は
、
「
農
業
を
他
の
産
業
と
同
等
の
経
済
的
基
礎
に
置
か
ん
が
た
め
、
各
州
間
及
び
国
際
間
の
取
引
に
於
て
農
産
品
の

有
効
な
る
売
買
を
促
進
し
且
つ
左
の
方
法
に
依
り
農
産
品
及
び
食
料
生
産
物
の
市
場
販
売
に
於
け
る
各
州
間
及
び
国
際
間
の
取
引
の
進
路
を

保
護
管
理
及
び
安
定
す
る
に
在
る
。

H
投
機
を
極
減
す
る
こ
と

に
於
て
一
層
大
な
る
協
力
を
為
さ
ん
が
為
、
生
産
者
の
団
体
を
し
て
生
産
者
自
ら
管
理
す
る
協
同
組
合
其
の
他
の
機
関
に
於
け
る
農
産
品
販

売
制
度
を
設
立
せ
し
め
、
之
に
対
し
金
融
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
同
内
国
市
場
を
有
利
に
維
持
し
且
つ
各
種
農
産
品
の
過
剰
が
同
品
価
格
の

不
当
且
つ
過
度
の
変
動
又
は
下
落
を
起
す
事
を
防
止
す
る
為
め
、
秩
序
あ
る
生
産
及
び
分
配
の
方
法
に
依
て
各
種
農
産
品
の
予
防
及
び
管
理

T
)
 

を
援
助
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
連
邦
農
業
局

(
F
e
d
e
r
a
l
F
a
r
m
 B
o
a
r
d
)
を
設
置
し
、
こ
れ

権
限
を
認
め
た
。

法
律
の
目
的
と
し
て
「
農
業
を
他
の
産
業
と
同
等
の
経
済
的
基
礎
に
置
く
」
こ
と
を
か
か
げ
、
農
業
・
農
民
保
護
を
強
調
し
て
い
る
。
し

農

業

調

整

政

策

の

成

立

「
農
業
を
他
の
産
業
と
同
等
な
経
済
的
基
礎
に
置
く
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る

第
二
十
八
巻

(
7
)
 

(
8
)
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け
無
効
且
つ
無
駄
多
き
分
配
の
方
法
を
防
止
す
る
こ
と

を
与
え
、

農
業
団
体
、
農

国
市
場
販
売

運
用
に
関
す
る
大
巾
な
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農

業

調

整

政

策

の

成

立

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

第
二
十
八
巻

内
市
場
の
維
持
・
拡
大
を
第
一
義
的
な
政
策
目
標
と
し
て
い
る
の
と
著
し
い
対
照
を
し
め
す
。

協
同
組
合
は
そ
の
溝
成
員
が
組
合
に
引

の
か
明
ら
か
で
な
い
。
農
業
と
工
業
と
の
交
換
条
件
、
価
格
関
係
の
調
整
を
意
味
す
る
の
か
、
所
得
•
生
活
水
準
全
般
を
ふ
く
む
両
部
門
間

の
不
均
衡
是
正
を
目
的
と
す
る
の
か
、
ま
た
均
衡
を
要
求
し
て
い
る
「
他
の
産
業
」
と
は
い
か
な
る
産
業
を
さ
し
て
い
る
の
か
、

こ
の
限
り

で
は
ま
っ
た
く
不
明
確
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
政
策
目
標
が
き
わ
め
て
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
は
、
後
述
の
農
業
調
整
法
が
資
本
の
た
め
の
国

農
業
取
引
法
が
政
策
目
標
を
き
わ
め
て
抽
象

的
に
し
か
示
し
え
な
か
っ
た
基
礎
に
は
、
農
民
の
側
か
ら
の
強
い
「
平
等
」
要
求
1
1

価
格
引
上
要
求
と
農
産
物
価
格
政
策
を
つ
ね
に
低
賃
銀

政
策
の
一
環
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
資
本
の
要
求
と
の
対
立
が
あ
り
、
両
者
の
政
治
的
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て

過
剰
処
理
の
機
構
を
次
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
法
律
に
は
「
秩
序
あ
る
生
産
及
び
分
配
の
方
法
」
に
よ
っ
て
と
規
定
し
て
い
る
。

生
産
の
調
整
に
関
し
て
は
、
ま
ず
耕
地
の
削
減
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
法
律
は
任
意
協
定
(
v
o
l
u
n
t
a
r
y
a
g
r
e
e
m
e
n
t
s
)
即
ち
、
生
産
者

の
自
由
意
志
に
よ
る
生
産
削
減
以
外
に
は
何
の
規
定
も
な
い
。
農
業
局
は
農
産
物
の
需
給
状
況
を
調
査
し
て
「
生
産
者
に
対
し
て
彼
ら
の
商

(
2
)
 

品
生
産
を
、
市
場
に
お
け
る
有
効
需
要
の
減
少
に
応
じ
て
削
減
す
る
」
よ
う
警
告
を
発
す
る
が
、
こ
れ
を
う
け
入
れ
る
か
、
否
か
は
生
産
者

の
自
由
で
あ
っ
た
。
生
産
調
整
は
事
実
上
存
在
し
な
い
の
に
等
し
い
。
過
剰
処
理
は
流
通
過
程
に
お
け
る
操
作
に
集
中
し
て
い
る
。

農
業
局
は
主
要
農
産
物
別
に
全
国
的
な
規
模
を
有
す
る
協
同
組
合
の
組
織
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
協
同
組
合
を
株
主
と
す
る
安
定
公
団

(stabilization 
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)
 
~
盟
叔
置
し
、
こ
の
両
者
に

「
不
当
か
つ
過
度
の
価
格
変
動
を
最
少
限
」
な
ら
し
め
、

(
3
)
 

で
の
「
価
格
の
固
定
又
は
平
準
化
」
で
は
な
い
。

協
同
組
合
に
対
す
る
貸
付
は
「
追
加
貸
付
」

い
る
。

の

た

め

に

財

政

的

援

助

を

与

え

る

。

と

は

ま
た
こ
の
よ
う
な
「
変
動
の
原
因
を
排
除
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
厳
密
な
意
味

「
価
格
安
定
」

「
価
格
安
定
」

(
s
u
p
p
l
e
m
e
n
t
a
l
 l
o
a
n
s
)
 

第

四

号

七

六

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



農

業

調

整

政

策

の

成

立

第
四
号

渡
し
た
農
産
物
に
対
し
て
、
民
間
銀
行
や
中
期
信
用
銀
行
が
貸
付
け
る
の
よ
り
も
、
よ
り
高
い
担
保
価
格
で
融
資
す
る
。

こ
の
よ
う
な
貸
付

(
4
)
 

の
目
的
は
、
農
産
物
の
売
り
急
ぎ
に
よ
る
値
崩
れ
を
防
止
し
、
協
同
販
売
事
業
を
促
進
し
て
価
格
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
貸
付
の
基
準
と
な
る
担
保
価
格
と
市
場
価
格
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
市
場
価
格
が
担
保
価
格
よ
り
低
い
場
合
に
は
、
共

同
組
合
に
対
す
る
貸
付
申
込
み
は
殺
到
し
、
在
庫
は
著
増
す
る
で
あ
ろ
う
。
担
保
価
格
の
水
準
ま
で
市
場
が
回
復
し
な
け
れ
ば
、
協
同
組
合

は
農
業
局
へ
の
資
金
返
済
が
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
安
定
公
団
は
こ
の
よ
う
な
場
合
、
協
同
組
合
の
在
庫
を
貸
付
金
額
と
等
し
い
価
格

(
5
)
 

で
購
入
し
て
、
協
同
組
合
を
救
済
し
、
価
格
を
支
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
必
要
と
あ
れ
ば
、
公
開
市
場
に
出
動
し
過
剰
農
産
物
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
操
作
に
必
要
な
資
金
は
回
転
基
金
か
ら
供
給
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
い
う
「
価
格
支
持
」
は
現
行
価
格
水
準
の
維
持
で
あ
っ
て
、

と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
政
策
の
重
点
は
流
通
対
策
に
お
か
れ
た
。
「
『
秩
序
あ
る
流
追
』

(
"
o
r
d
e
r
l
y
m
a
r
k
e
t
i
n
g
"
)
は
農

業
局
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
需
要
供
給
の
自
然
法
則
に
よ
る
流
通
機
構
を
完
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
三
の
限
定
や
例
外
は

あ
る
が
、
同
局
は
一
般
に
『
人
為
的
』

("artificial")
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
喜
ば
な
い
。
例
え
ば
安
定
公
団
は
、
同
局
の
好
ま
な
い
も
の
の

(
6
)
 

―
つ
で
、
将
来
、
い
つ
ま
で
も
こ
れ
を
支
持
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
…
・
・
・
保
守
的
な
民
間
関
係
者
に
は
歓
迎
さ
れ
た
。
」

農
業
取
引
法
に
よ
る
価
格
政
策
は
農
産
物
市
場
に
お
け
る
自
由
競
争
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
過
剰
農
産
物
の
発
生
1
1

価
格
低
下
が

起
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
短
期
的
、
摩
擦
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
農
産
物
の
供
給
量
を
一
時
的
に
流
通
か
ら
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
回

避
し
う
る
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
市
場
操
作
も
「
公
団
の
積
極
的
操
作
に
よ
る
調
節
で
は
な
く
、
協
同
組
合
の
貸

付
又
は
前
払
に
よ
る
調
節
」
に
力
点
が
お
か
れ
、
貸
付
の
基
準
価
格
は
「
歴
史
価
格
に
輸
入
関
税
々
率
を
参
酌
し
て
決
定
せ
ら
れ
、
価
格
の

(
7
)
 

購
売
力
は
特
に
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
流
通
対
策
と
し
て
も
決
し
て
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
十
八
巻

七
七

こ
の

よ
り
高
い
水
準
で
価
格
を
固
定
す
る
こ
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か
え
、
そ
の
内
容
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

農

業

調

整

政

策

の

成

立

第
二
十
八
巻

点
は
回
転
基
金
の
小
規
模
性
（
二
九
年
六
月
の
支
出
は
一
・
五
億
ド
ル
）
に
も
み
ら
れ
る
。

運
転
資
金
で
あ
っ
て
、
基
金
の
減
少
を
引
き
お
こ
す
よ
う
な
運
用
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。

価
格
政
策
が
以
上
の
よ
う
な
消
極
的
な
内
容
の
も
の
と
な
っ
た
そ
の
背
後
に
は
、
農
業
政
策
を
低
賃
銀
政
策
の
一
環
と
し
て
遂
行
し
よ
う

と
す
る
資
本
の
要
求
が
あ
っ
た
。
三
一
年
二
月
末
の
プ
ラ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ツ
誌
の
記
事
は
こ
の
資
本
の
要
求
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
代
弁
し

て
い
る
。
「
…
…
低
廉
な
る
生
産
費
を
得
る
の
に
必
要
な
の
は
大
規
模
の
経
営
方
法
で
あ
る
。
然
か
も
他
の
産
業
は
農
業
よ
り
も
時
間
と
労
働

と
生
産
費
と
を
節
約
す
る
点
に
於
い
て
遥
に
進
ん
で
お
る
の
で
、
こ
れ
に
対
し
今
日
農
業
の
要
求
す
る
も
の
は
肥
料
、
機
械
、

(
8
)
 

率
高
き
農
法
及
び
市
場
販
売
の
方
法
を
従
来
よ
り
も
一
層
利
用
し
得
べ
き
知
識
で
あ
る
。
」

一
般
的
に
能

二
0
年
代
に
典
型
的
な
発
達
を
と
げ
た
間
接
的
な
、
流
通
過
程
の
調
整
を
主
軸
と
す
る
価
格
政
策
の
本
質
は
大
規
模
機
械
化
農
業
の
発
展

を
促
進
し
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
低
食
料
価
格
・
低
原
料
価
格
維
持
と
い
う
資
本
蓄
積
の
た
め
の
基
盤
を
農
業
内
部
に
確
立
す
る
こ
と
を
狙

っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
農
業
政
策
に
お
け
る
こ
の
資
本
の
要
求
は
、

二
九
年
恐
慌
を
契
機
と
し
て
新
し
い
段
階
を
む

日
本
米
穀
協
会
「
世
界
各
国
の
食
糧
政
策
」
七
六
頁
。

E
.
 S•Haskell, 

S
t
a
b
i
l
i
z
a
t
i
o
n
 
O
p
e
r
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
F
e
d
e
r
a
l
 
F
a
r
m
 B
o
a
r
d, 
i
n
 
C
o
m
m
o
d
i
t
y
 C
o
n
t
r
o
l
 
i
n
 
t
h
e
 
P
a
c
i
f
i
c
 
A
r
e
a
,
 

p
.
 
9
2
.
 

E
.
 S•Haskell. 

op, 
cit., 
p. 
9
0
.
 

東
井
金
平

「米
国
農
政
問
題
研
究
」
七
四

l
七
六
頁
参
照
。

C
.
 
T
.
 S
c
h
m
i
d
t
,
 
o
p
.
 
cit., 
p. 
117. 

T
h
e
 A
c
t
i
b
i
t
i
e
s
 
o
f
 
t
h
e
 
F
e
d
e
r
a
l
 
F
a
r
m
 B
o
a
r
d
 in 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
,
 
i
n
 
T
h
e
 E
c
o
n
n
m
i
c
 J
o
u
r
n
a
l
,
 
V
o
l
.
 
X
L
`
p
.
 7
0
.
 

回
転
基
金
は
そ
の
収
益
に
よ
っ
て
自
律
さ
れ
る
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三
0
年
代
農
業
恐
慌
と
連
邦
農
業
局
の
破
産

農
業
取
引
法
が
成
立
し
た
数
力
月
後
、

ニ
八
年
を
一

0
0と
す
る
工
業
生
産
指
数
は
、

(
1
)
 

七
月
に
は
五
ニ
・
三
に
ま
で
低
下
し
た
。
三
二
年
七
月
を
底
と
し
て
以
後
恐
慌
か
ら
脱
出
し
て
い
く
の
だ
が
、
景
気
の
上
昇
は
き
わ
め
て
弱

く
、
「
特
殊
な
型
の
不
況
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
が
長
く
続
い
た
。
こ
れ
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
が
二
四
年
以
後
の
「
相
対
的
安
定
期
」
と

は
急
激
に
増
加
し
、
三
三
年
三
月
の

完
全
失
業
者
数
は
千
五
百
七

0
万
人
（
失
業
率
四
五
・
一

％）

い
わ
れ
る
か
な
り
長
い
繁
栄
期
を
む
か
え
、
生
産
の
昂
揚
を
生
ぜ
し
め
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
生
産
の
全
面
的
な
収
縮
の
結
果
、
失
業
者

(
2
)
 

と
い
う
驚
く
べ
き
数
に
達
し
た
。
二
九

年
恐
慌
を
画
期
と
し
て
世
画
的
に
発
展
し
た
「
プ
ロ
ッ
ク
経
済
」
は
貿
易
額
を
激
減
さ
せ
た
。

て
一
三
年
よ
り
約
一
割
、
価
値
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
三
分
の
一
に
ま
で
引
き
さ
げ
て
し
ま
っ
た
。
資
本
主
義
諸
国
の
う
ち
で
貿
易
額
が
も

(
3
)
 

っ
と
も
激
し
く
減
少
し
た
国
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
内
、
国
外
市
場
の
い
ち
じ
る
し
い
縮
少
と
二

0
年
代
の
「
繁
栄
期
」
に
蓄
積
さ
れ
た
巨
大
な
生
産
能
力
と
の
間
に
は
大
き

な
矛
盾
が
生
じ
た
。
こ
の
矛
盾
は
、

金
本
位
制
の
崩
壊
、
プ
ロ

ッ
ク
経
済
化
に
と
も
な
う
世
界
貿
易
機
構
の
混
乱
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、

農

業

調

整

政

策

の

成

立

国
内
体
制
を
再
編
成
す
る
方
向
で
打
解
の
道
が
求
め
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
経
済
は
二
九
年
世
界
大
恐
慌
を
む
か
え
た
。
二
九
年
十
月
の
株
式
暴
落
を
き
っ

か
け
と

二
九
年
の

し
て
、
「
資
本
主
義
の
歴
史
上
最
大
」
の
恐
慌
が
始
っ
た
。

(
7
)
 

(

8

)

 

東
井
金
平
、
前
掲
八
五
頁
。

日
本
米
穀
協
会
、
前
掲
八
六
頁。

第

四

号

七

九

二
九
年
恐
慌
は
世
界
貿
易
を
、
数
量
に
お
い

1
0
七
・
ニ
か
ら
三
0
年
、
八
六
・
五
、
三
一
年
、
七
三•
O
、
そ
し
て
三
二
年

第
二
十
八
巻
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第 6表 農家受取価格指数 (1909.8月～1914.7月＝100)

年次 食穀種類 穀飼料類 棉花 タバコ1植生産物物 ぃ生苔産産物 l1全牒産物1農農家家支受払取価価格格

28 128 123 150 175 144 158 151 90 
29 116 119 144 174 135 161 149 •8 9 
30 93 107 100 ]42 119 136 128 80 
31 57 74 61 100 79 99 90 64 
32 45 48 47 86 60 74 68 55 
33 66 57 66 109, 72 72 72 60 
34 91 95 97 159 98 84 90 70 
35 97 107 94 174 102 115 109 84 

（註） AgriculturalStatistics 1949. 

農

業

調

整

政

策

の

成

立

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
十
八
巻

一
般
経
済
に
お
け
る
急
激
な
収
縮
に
と
も
な
っ
て
、

農
業
恐
慌
も
ま
た
三

0
年
以
降
、
尖
鋭
な

形
態
を
と
っ
て
発
展
し
た
。
こ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
、
「
工
業
恐
慌
と
か
ら
み
合
う
」
こ
と
に
よ
っ

て
恐
慌
を

一
層
長
期
化
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。

ッ
プ
さ
れ
、
大
規
模
機
械
化
農
業
を
其
軸
と
し
て
展
開
し
た
ア
メ
リ
カ
農
業
は
経
済
構
造
の
変
化

に
対
応
し
て
再
編
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

三

0
年
以
後
、

の
穀
類
、
棉
花
等
の
主
要
農
産
物
の
価
格
は
恐
慌
前
の
半
分
以
下
で
あ
り
、
こ
の
価
格
水
準
は

(
4
)
 

「
十
九
世
紀
全
体
を
通
じ
て
の
最
低
価
格
す
な
わ
ち
九

0
年
代
中
葉
の
価
格
水
準
以
下
」

で
あ
っ

た
。
農
産
物
の
こ
の
よ
う
な
急
激
な
低
下
に
く
ら
べ
て
、
工
業
製
品
の
価
格
低
下
は
相
対
的
に
弱

価
格
の
急
激
な
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
生
産
高
指
数
は
、

（第

三
二
年

っ
た
変
化
は
み
ら
れ
な
い
（
第
七
表
）
。

全
部
門
に
お
よ
ぷ
恐
慌
激
化
の
た
め
、
農
村
に
お
け
る
潜

(
5
)
 

在
失
業
の
累
積
と
そ
れ
に
よ
る
「
農
民
経
営
の
飢
餓
的
拡
大
」
を
し
め
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

生
産
減
少
の
微
弱
性
は
農
産
物
価
格
低
下
の
テ
ン
ポ
と
規
模
を
ひ
じ
よ
う
に
大
き
く
さ
せ
た
こ
と

農
業
に
お
け
る

一
人
当
り
所
得
は
二
九
年
の
二
二
三
ド
ル
か
ら
三
二
年
に
は
七
四
ド
ル
に
ま
で

低
下
し
て
い
る
。
ま
た
農
業
と
非
農
業
と
の
所
得
格
差
は
、
こ
の
期
間
に
著
し
く
拡
大
し
た

く
（
工
業
に
お
け
る
独
占
の
支
配
）

シ
ェ
ー
レ
は
著
し
く
拡
大
し
た
。

三

年
ま
で
ほ
と
ん
ど
め
だ

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
農
産
物
価
格
は
急
速
に
低
下
し
た
（
第
六
表
）
。

農
業

二
0
年
代
後
半
に
お
け
る
好
況
に
バ
ッ
ク

・
ア

第

四

号

八
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第 7表 農業生産高の推移 (1924~29=100)

農

業

調

整

政

策

の

成

立

年 物
物

7
5
4
0
2
0
5
 

植
産

9
9
1
0
9
8
7
8

全
生

次

9
0
1
2
3
4
5
 

2
3
3
3
3
3
3
 

穀 物

3
5
9
5
1
4
1
 

9
8
8
8
6
4
7
 

口
人

人
千

場農
業
物

農
産

全
生

産
物

畜
産

全
生

及
実

花棉
棉

99921286866471 

ー

4
5
9
7
9
2
8
 

0
0
0
0
0
1
9
 

1
1
1
1
1
1
 

1
1
7
0
7
4
2
 

0
0
0
0
9
9
9
 

1
1
1
1
 

0
9
5
8
3
5
1
 

2
6
8
2
3
4
0
 

2
1
4
0
0
9
8
 

9

9

9

9

9

9

9

 

0
0
0
1
2
1
1
 

3
3
3
3
3
3
3
 

（註） (1)ソユボシッツ農業恐慌理論の諸問題， 315頁
(2)農場人口はAgriculturalStatistics 1949. 

第 8表 農業、非農業 ー 人 当所得

所 得 1 指数 (1910~14=100)

農 （ド業ル）I 非農（ド業ル） 農 業（A)I非農業(B)I A/B 

29 

l ！ 

223 | 871 166 I 179 93 
30 170 761 126 

I 

155 81 
31 114 605 85 124 68 
32 74 442 55 91 61 
33 93 419 69 

I 

86 81 
34 111 488 83 100 83 
35 159 

| 
540 118 111 107 

I 

（註） AgriculturalStatistics 1949. 

第

四

号

八

業
局
は
値
崩
れ
を
防
ぐ
た
め
小
麦
安
定
公
団
に
た
い
し
て

た
価
格
低
下
は
三

0
年
に
は
い
る
と
一
層
激
化
し
た
。
農

小
麦
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
る
と
、
二
八
年
八
月
に
始
っ

て
い
た
。

国
外
市
場
へ
の
過
剰
農
産
物
輸
出
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

等、 カ
で
あ
っ
た
。
農
業
局
は
農
業
取
引
法
の
規
定
に
従
い
、

と
こ
ろ
で
フ
ー
バ
ー
政
府
の
恐
慌
対
策
は
ま
っ
た
く
無

農
民
は
抵
当
負
債
の
よ
う
な
長
期
債
務
を
負
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
農
産
物
価
格
の
低
落
は
、
農
民
経
営
に
た
い

し
て
非
常
に
不
利
な
作
用
を
お
よ
ぼ
す
。
そ
れ
は
負
債
の

実
質
的
価
値
を
増
大
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

協
同
組
合
へ
の
資
金
貸
付
、

安
定
公
団
の
農
産
物
買
上

一
連
の
市
場
調
整
政
策
に
よ
っ
て
価
格
低
下
防
止
、

政
府
の
勧
告
に
よ
る
自
発
的
な
作
付
制
限
を
実
現
し
よ
う

と
し
た
。
し
か
し
、
農
業
局
は
国
内
に
お
け
る
消
費
者
購

売
力
と
農
産
物
の
世
界
的
過
剰
に
つ
い
て
の
評
価
を
誤
っ

第
二
十
八
巻

八
表
）
。
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(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

E
.
 
V
a
r
g
a
,
 T
h
e
 G
r
e
a
t
 
C
r
i
s
i
s
 
a
n
d
 It's 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
C
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
,
 E
c
o
n
o
m
i
c
 a
n
d
 P
o
l
i
t
i
c
s
 1
9
2
8
~
3
4
,
 
p. 
71. 

神
野
埠
一
郎
「
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
」
―
一
頁
。

「
一
九
二
九
ー
三
三
年
に
こ
の
国
の
五
大
輸
出
商
品
の
輸
出
額
は
、
小
麦

一
0
分
の
一
、
棉
花
二
分
の
一
、
石
油
五
分
の
二
、
機
械
五
分
の
一
、
自
動

と
し
成
立
し
た
農
業
調
整
法
の
内
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

農
業
＿
調
整
政
策
の
成
立

緊
急
買
付
を
命
じ
た
（
三

0
年
十
一
月
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
国
内
市
場
に
お
け
る
小
麦
価
格
は
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
等
の

(
6
)
 

主
要
海
外
市
場
に
お
け
る
よ
り
も
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
り
一
五
な
い
し
三

0
セ
ン
ト
高
の
水
準
で
維
持
さ
れ
た
」
の
だ
が
、
そ
の
結
果
当
然
、

輸
出
の
減
退
が
生
じ
、
公
団
へ
の
販
売
が
増
加
し
た
。
政
府
は
補
助
金
を
与
え
て
公
団
買
取
小
麦
の
輸
出
を
促
進
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に

ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
国
内
農
業
保
護
の
た
め
輸
入
を
制
限
す
る
処
置
を
と
っ
て
い
た
。
公
団
小
麦
の
在
庫
は
累
増
し
、
三
一
年
夏
に
は
約
二

(
7
)
 

億
五
千
万
ブ
ッ
シ
ェ
ル
に
達
し
た
。
農
場
局
は
資
金
の
枯
渇
に
窮
し
て
、
在
庫
小
麦
を
恐
慌
の
真
只
中
に
国
内
市
場
へ
放
出
し
た
。
小
麦
市

農
業
局
の
小
麦
価
格
安
定
政
策
は
、

第
二
十
八
巻

ス
ト
ッ
ク
増
大
と
、
そ
れ
に
つ
づ
く
損
失
見
越
し
の
安
売
を
く
り
返
し
市
場
の
混
乱
を
一
層
強
め
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
農
業
局
が
直
接
的
な
生
産
制
限
を
指
導
し
う
る
地
位
に
な
か
っ
た
こ
と
が
決
定
的
な
弱
点
で
あ
っ
た
。
価
格
支
持
は
生
産

量
を
減
少
さ
せ
ず
に
、
逆
に
過
剰
生
産
物
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

フ
ー
バ
ー
政
府
の
農
産
物
価
格
安
定
政
策
の
惨
め
な
失
敗
と
農
業
恐
慌
の
よ
り
一
層
の
深
ま
り
は
、
三
二
年
夏
か
ら
三
三
年
春
に
か
け

(
8
)
 

て
、
抵
当
権
執
行
停
止
要
求
、
農
産
物
非
売
運
動
な
ど
農
民
運
動
は
暴
動
的
な
色
彩
を
お
び
な
が
ら
中
西
部
農
業
地
方
一
帯
に
拡
大
し
た
。

他
方
農
業
地
方
の
州
政
府
も
、
農
民
の
要
求
を
支
持
し
、
連
邦
政
府
が
早
急
に
農
民
の
要
求
を
う
け
い
れ
な
け
れ
ば
、
州
政
府
も
農
民
の
抗

議
運
動
に
参
加
し
か
ね
な
い
態
度
を
と
っ
た
。
農
業
恐
慌
の
深
化
は
政
治
的
危
機
に
ま
で
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

場
は
混
乱
し
価
格
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
背
景

第

四

号

八
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三
三
年
五
月
に
成
立
し
た
農
業
調
整
法
(
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l
A
d
j
u
s
t
m
e
n
t
 A
c
t
)
は
、
第
一
条
に
お
い
て
農
産
物
お
よ
び
工
業
製
品
の
価

(
1
)
 

格
不
均
衡
が
「
農
民
ノ
工
業
生
産
物
＝
一
対
ス
ル
購
売
カ
ヲ
甚
シ
ク
減
少
セ
シ
メ
、
諸
物
品
ノ
秩
序
ア
ル
交
換
経
済
ヲ
破
壊
」
す
る
こ
と
を
指

摘
し
、
次
い
で
「
議
会
ノ
政
策
」
と
し
て
農
産
物
の
価
格
を
一
定
水
準
（
バ
リ
テ
ィ
価
格
）
に
お
い
て
支
持
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
資
本

の
た
め
の
国
内
市
場
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
に
、
農
産
物
価
格
を
支
持
し
、
農
民
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
価
格
政
策
を
、
農
民

(
2
)
 

保
護
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
、
資
本
の
国
内
市
場
対
策
の
一
環
と
し
て
遂
行
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
段
階
の
農
業
政
策
の

し
た
が
っ
て
実
現
さ
る
べ
き
価
格
は
一
定
の
「
購
売
力
」
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
農
民
ノ
購
入
ス
ル
物
品

―
ー
関
シ
其

(
3
)
 

ノ
基
準
期
間
―
―
於
ケ
ル
農
産
品
ノ
購
売
カ
ー
ー
相
当
ス
ル
購
売
カ
ヲ
農
産
品
＝
―
附
与
ス
ベ
キ
平
準
価
格
」
（
第
二
条
）
が
価
格
支
持
の
基
準
と

な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
基
準
期
間
と
は
煙
草
以
外
の
農
産
物
は
一
九

0
九
年
八
月
ー
一
四
年
七
月
期
間
、
煙
草
は
一
九
年
八
月
ー
ニ

農

業

調

整

政

策

の

成

立

特
質
が
あ
る
。

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(

7

)

 

(
8
)
 

農

業

調

整

法

四

車
六
分
の

i

に
減
少
し
た
。
」
（
吉
村
正
睛
「
貿
易
問
題
」
二

0
0頁。）

リ
ュ
ボ
シ
ッ
ツ
、
前
掲
、
三
0
二
頁
。

宮
下
柾
次
、「
農
業
恐
慌
の
『
長
期
性
』
の
『
原
因
』
に
つ
い
て
」
経
済
評
論
、

E
.
 S•Haskell, 

op. 
cit., 
p. 
9
8
.
 

C. 
T
.
 S
c
h
m
i
d
t
,
 
op. 
cit.̀
p. 
118. 

M. A
.
 S
c
h
l
e
s
i
n
g
e
r
,
 
T
h
e
 C
o
m
i
n
g
 of 
t
h
e
 
N
e
w
 D
e
a
l
`
p
p
.
 4
0
-
`
4
2
.
 

農
業
調
整
政
策
の
成
立

第
二
十
八
巻

一
九
六
二
年
五
月
号
、

第

四

号

八

一
三
六
頁
。
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な
お
生
産
統
制
の
方
法
は
、

農

業

調

整

政

策

の

成

立

第
二
十
八
巻

過
剰
生
産
能
力
1
1

過
剰
資
本
と
市
場

九
年
七
月
の
期
間
で
あ
る
。

一
定
の
購
売
力
を
附
与
さ
れ
た
価
格
と
は
、
市
場
機
構
と
地
代
法
則
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
均
衡
価
格
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
独
立
し
た

―
つ
の
「
政
策
価
格
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
価
格
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
家
が
生
産
統
制
を
お
こ
な
い
、
生
産
量
の
調
整
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
農
業
に
お
け
る
過
剰
生
産
が
、
市
場
・
価
格
機
構
の
作
用
に
よ
っ
て
自
動

的
に
縮
少
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
自
動
的
な
縮
少
を
ま
つ
だ
け
の
余
裕
を
失
い
（
恐
慌
深
化
に
と
も
な
う
政
治
的

危
機
の
醸
成
）
、

こ
の
過
程
に
国
家
が
介
入
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

(
4
)
 

に
お
け
る
過
剰
商
品
が
政
策
的
に
破
壊
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
農
業
に
お
い
て
は
、
生
産
制
限
は
種
々
の
困
難
に
つ
き
ま
と
わ
れ
る
。
小
農
生
産
の
広
汎
な
存
在
、
地
代
・

抵
当
負
債
利
子
、
租
税
等
固
定
費
負
担
の
比
率
の
高
さ
、
過
剰
人
口
の
累
積
に
よ
る
脱
農
化
の
困
難
等
農
業
に
お
い
て
は
生
産
制
限
を
困
難

化
す
る
種
々
の
要
因
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
価
格
低
下
の
ば
あ
い
、
生
産
量
を
減
少
さ
せ
ず
に
、
逆
に
維
持
・
拡
大
さ
せ
る
傾

向
を
と
ら
せ
る
。
こ
れ
を
無
視
し
て
、
生
産
制
限
を
一
方
的
に
強
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
も
し
強
行
す
れ
ば
農
業
所
得
の
減
退
を
通

じ
て
国
内
市
場
の
混
乱
を
惹
起
す
る
。
農
業
所
得
の
低
下
を
防
ぎ
な
が
ら
、
生
産
制
限
を
推
進
す
る
た
め
、
基
礎
農
産
物
に
関
し
て
は
、
作

付
面
積
を
削
減
し
た
計
画
参
加
農
民
に
対
し
て
補
助
金
(
r
e
n
t
a
l
a
n
d
 b
e
n
e
f
i
t
 
p
a
y
m
e
n
t
)
を
支
払
う
。
基
礎
農
産
物
以
外
の
農
産
物
に

つ
い
て
は
、
生
産
者
、
加
工
・
販
売
業
者
、
農
務
長
官
の
三
者
の
間
に
、
商
品
の
販
売
数
量
、
最
低
価
格
、
取
引
条
件
に
関
す
る
市
場
販
売

協
定

(
m
a
r
k
e
t
a
g
r
e
e
m
e
n
t
)
を
結
び
、
目
的
達
成
の
補
助
手
段
と
す
る
（
第
八
条
）
。

一
応
、
農
務
長
官
と
「
生
産
者
ト
ノ
約
定
其
ノ
他
任
意
ノ
方
法
」
に
よ
る
と
し
て
あ
る
が
、
棉
花
と
煙
草
に

関
し
て
は
、
バ
ン
ク
ヘ
ッ
ド
法
(
B
a
n
k
h
e
a
d
C
o
t
t
e
n
 C
o
n
t
r
o
l
 A
c
t
,
 1
9
3
4
)

、

ケ
ル
ス
・
ス
ミ
ス
法

(
K
e
r
r
,
S
m
i
t
h
A
c
t
,
 1
9
3
4
)

に

第
四
号

八
四
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補
助
金
支
払
を
テ
コ
と
す
る
生
産
制
限
を
お
こ
な
っ
て
も
、
豊
作
の
場
合
や
出
盛
期
に
お
け
る
短
期
的
な
過
剰
問
題
が
残
る
。
こ
れ
の
防

止
の
手
段
と
し
て
商
品
貸
付
制
度
が
あ
る
。
商
品
信
用
公
団
(
C
o
m
m
o
d
i
t
y
C
r
e
d
i
t
 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)
は
農
産
物
を
担
保
と
す
る
貸
付
を

行
な
い
、
過
剰
農
産
物
を
市
場
か
ら
引
上
げ
、
価
格
低
下
を
防
止
す
る
。
こ
の
機
関
の
貸
付
は
、
原
則
と
し
て
計
画
参
加
農
民
に
限
ら
れ
て

い
る
。
貸
付
条
件
は
農
務
長
官
の
権
限
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
な
お
貸
付
金
は
、
市
場
価
格
が
担
保
価
格
以
下
に
低
下
し
た
場
合
に
は
返

還
貢
任
が
な
い
(
n
o
n
,
r
e
c
a
u
r
s
e
)
。
し
た
が
っ
て
農
産
物
の
殻
低
価
格
は
商
品
信
用
公
団
の
担
保
価
格
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
。

以
上
の
価
格
支
持
政
策
の
対
象
と
な
る
基
礎
農
産
物
は
三
三
年
の
法
律
で
は
小
麦
、
棉
花
、
玉
蜀
黍
、
煙
草
、
豚
等
八
品
目
、
三
四
年
の

修
正
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
甜
菜
、
甘
庶
等
々
が
加
わ
り
、
合
計
十
六
品
目
と
な
っ
た
。
基
礎
農
産
物
の
大
部
分
が
、
い
わ
ゆ
る
機
械
化
作

物
で
あ
り
、
農
産
物
輸
出
の
中
枢
を
な
す
作
物
で
あ
る
。
二

0
年
代
に
お
け
る
資
本
主
義
的
農
業
の
発
展
を
に
な
っ
て
き
た
部
門
で
あ
り
、

従
っ
て
二
九
年
恐
慌
に
よ
っ
て
最
大
の
打
撃
を
う
け
た
部
門
で
あ
る
。
政
策
の
重
点
は
何
よ
り
も
ま
ず
こ
の
部
門
に
お
か
れ
て
い
た
。
恐
慌

に
よ
っ
て
弱
体
化
し
た
資
本
主
義
的
農
業
を
維
持
・
強
化
し
、
農
業
発
展
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

基
礎
農
産
物
の
リ
ス
ト
に
は
農
業
生
産
全
体
の
中
で
し
め
る
比
重
が
相
対
的
に
軽
い
作
物
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
甜
菜
、
廿

る。 れ
る
。

よ
っ
て
計
画
非
参
加
者
に
対
す
る
負
課
金
徴
集
が
規
定
さ
れ
る
等
、
し
だ
い
に
強
制
的
な
性
格
を
お
び
て
く
る
。

生
産
調
整
に
必
要
な
経
費
は
、
農
産
物
加
工
業
者
に
賦
課
さ
れ
る
加
工
税
(
p
r
o
c
e
s
s
i
n
g
t
a
x
)
お
よ
び
補
整
税
(
c
o
m
p
e
n
s
a
t
o
r
y
t
a
x
)
 

に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
（
第
九
条
、
第
十
五
条
）
。

れ
た
加
工
税
は
輸
出
業
者
に
払
い
も
ど
さ
れ
る
。
加
工
税
の
税
率
は
、
農
産
物
の
市
場
価
格
と
。
ハ
リ
テ
ィ
価
格
の
差
額
の
範
囲
内
で
決
定
さ

加
工
税
を
賦
課
さ
れ
る
商
品
と
競
合
関
係
に
立
つ
商
品
（
た
と
え
ば
綿
タ
オ
ル
に
対
す
る
紙
タ
オ
ル
）
に
課
せ
ら
れ

農

業

調

整

政

策

の

成

立

補
整
税
は
、

加
工
税
は
、

第
二
十
八
巻

第

四

号

八

五

国
内
に
お
け
る
最
初
の
加
工
に
一
回
限
り
課
税
さ
れ
、
輸
出
商
品
に
賦
課
さ

library
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(
3
)
 

(

4

)

 

(
1
)
 

(
2
)
 

II 

農

業

調

整

政

策

の

成

立

第
二
十
八
巻

庶
が
そ
れ
で
あ
る
。
純
粋
に
経
済
的
な
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
砂
糖
原
料
に
対
す
る
保
護
は
無
意
味
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に

は
る
か
に
有
利
な
の
で
あ
る
。
三
四
年
の
互
恵
通
商
法
は
キ
ュ
ー
バ
か
ら
の
輸
入
制
限
を
撤
廃
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
内
砂
糖
原
料

生
産
者
に
大
打
撃
を
与
え
た
。
砂
糖
原
料
生
産
は
、
全
体
的
な
比
重
は
大
き
な
も
の
で
な
い
が
、
地
域
経
済
（
特
に
〈
ワ
イ
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
等
の
島
し
よ
部
、
南
部
、
西
部
の
一
部
）
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
地
域
経
済
の
攪
乱
は
経
済
全
体
の
不
均
衡
を

助
長
し
、
恐
慌
か
ら
の
脱
出
を
困
難
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
経
済
と
国
民
経
済
と
の
均
衡
保
持
と
い
う
立
場
は
、

農
業
の
地
域
的
分
化
が
進
ん
で
い
る
国
で
は
重
要
で
あ
っ
た
。

日
本
米
穀
協
会
、
前
掲
、
一
五
二
頁
。

「
農
民
保
護
」
は
A
A
A
の
進
歩
的
な
側
面
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
資
本
の
「
農
民
収
奪
」
に
た
い
し
て

一
定
の
制
限
を
加
え
て
い
る
。
価
格
支
持
政
策

が
資
本
の
根
強
い
反
対
を
お
し
き
っ
て
実
施
さ
れ
、
こ
れ
が
農
民
経
済
に
う
る
お
い
を
与
え
た
こ
と
は
事
実
だ
し
、
農
業
信
用
法

(
F
a
r
m
C
r
e
d
i
t
 

Act. 1
9
3
3
)

は
抵
当
負
債
利
子
を
軽
減
し
、
抵
当
権
の
執
行
条
件
を
緩
和
す
る
等
、
銀
行
、
高
利
貸
資
本
の
収
奪
に
よ
る
農
民
の
破
産
防
止
の
た

め
に
種
々
の
方
策
を
講
じ
て
い
る
。

日
本
米
穀
協
会
、
前
掲
、

一五
二
頁
。

三
三
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
農
畜
産
物
の
購
入
、
棉
畑
の
鋤
返
し
は
有
名
で
あ
る
。
政
府
が
購
入
し
た
豚
頭
数
は
約
六
百
万
頭
で
あ
り
、
棉
畑
の
収
穫

放
棄
面
積
は
一
、
0
四
0
万
エ
ー
カ
ー
に
達
し
て
い
る
。

農
業
調
整
政
策
の
成
果

生
産
の
直
接
統
制
、
補
助
金
撒
布
、
バ
リ
テ
ィ
価
格
等
は
、

こ
れ
ま
で
の
価
格
政
策
に
な
い
特
徴
点
で
あ
る
。
農
産
物
価
格
の
積
極
的
引

上
げ
、
補
助
金
の
供
給
を
つ
う
じ
て
農
業
所
得
を
増
大
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
る
国
内
市
場
の
維
持
・
拡
大
が
政
策
目
標
で
あ
る
。
し
か
し
、
農

産
物
価
格
引
上
1
1

農
業
所
得
増
大
と
国
内
市
場
拡
大
と
を
結
節
さ
せ
る
た
め
に
は
、

い
く
つ
か
の
媒
介
項
が
必
要
で
あ
る
。
大
別
し
て
、
ニ

第
四
号

キ
ュ
ー
バ
か
ら
の
輸
入
の
方
が

八
六
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農家所得と政府支払金額の推移（百万ドル）

1 農 家総所得農家現金所得
i（政府支払を含む） （農産物販り

12,791 I 11,221 
9 10,337 8,941 ニ
I 

7,397 I 6,254 I -
5,562 | 4,606 -
6,404 | 5,278 
7,629| 6,273 器
8,688 1 6,969 573 

（註） C.T. Schmidt, American Farmers in the World Crisis, p. 329. 
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9
0
1
2
3
4
5
 

2
3
3
3
3
3
3
 

出
す
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

第
四
号

八
七

で
あ
る
。
そ
し
て
、
増
大
し
た
農
業
所
得
が
ど
の
よ
う
に
生
産
者
の
各
階
層
、
各
階
級
（
地
主
、
小

作
人
、
農
業
労
働
者
）
に
分
配
さ
れ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
も
う
―
つ
の
問
題
は
、
農
業
所
得
増
大

の
た
め
に
必
要
な
「
負
担
」
の
問
題
で
あ
る
。

二
年
に
対
比
す
る
と
約
五
六
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
総
所
得
の
増
大
は
二
つ
の
要
因
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
産
物
販
売
か
ら
え
ら
れ
る
農
家
現
金
所
得
と
政
府
が
支
払
っ
た
補

助
金
部
分
で
あ
っ
て
、
前
者
は
こ
の
期
間
に
約
―
―

1
0
％
の
増
加
、
後
者
の
増
加
は
特
に
急
激
で
あ

り、

三
五
年
の
金
額
は
三
三
年
の

四
・
三
倍
に
達
し
て
い
る
。

農
家
現
金
所
得
の
増
加
は
三
三
年
以
後
の
農
産
物
価
格
上
昇
に
よ
る
の
だ
が
、
こ
の
価
格
上
昇
に

対
し
て
ど
の
程
度
生
産
制
限
政
策
が
寄
与
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
あ
る
も
の
は
公
共
事

業
、
失
業
救
済
等
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
有
効
需
要
増
加
の
影
響
で
あ
り
、
ま
た
一
般
的
な
景
気

回
復
に
よ
る
需
要
増
加
も
価
格
引
上
に
好
作
用
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
供
給
を
制
限
し
た
最

大
の
要
因
と
し
て
は
、
「
生
産
を
多
く
の
場
合
ゼ
ロ
に
ま
で
縮
少
さ
せ
た
」
三
四
年
の
大
旱
害
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
相
互
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
て
、
生
産
制
限
政
策
の
効
果
だ
け
を
と
り

補
助
金
の
支
払
は
、
原
則
と
し
て
土
地
を
対
象
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
補
助
の

第
二
十
八
巻

ま
ず
、
農
業
所
得
の
動
向
か
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
（
第
九
表
）
。

つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。

一
五
年
の
農
業
総
所
得
は

―
つ
は
、
農
業
調
整
策
が
農
業
所
得
の
増
大
に
寄
与
し
た
形
態
、
程
度
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て
お
こ
な
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
経
営
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
よ
り
多
額
の
補
助
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
直
接
関
係
の
な
い
大
土
地
所
有
者
が
非
常
に
大
き
な
補
助
金
を
う
け
と
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

は
、
三
三
年
、
三
四
八
件
、
三
四
年
に
は
五
六
四
件
あ
っ
た
。
…
…
こ
れ
ら
の
支
払
の
大
部
分
が
抵
当
流
れ
に
よ
っ
て
大
農
場
所
有
者
と
な

(
1
)
 

っ
た
生
命
保
険
会
社
、
銀
行
の
も
の
と
な
っ
た
。」
こ
れ
に
反
し
て
、
土
地
面
積
が
狭
く
、
生
産
物
の
大
部
分
が
家
族
の
消
費
に
む
け
ら
れ
、

商
品
販
売
量
が
少
い
下
層
農
民
は
生
産
削
減
が
困
難
で
あ
り
、
補
助
金
の
恩
恵
に
は
殆
ん
ど
あ
づ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、

こ
の
場
合
、

補
助
金
は
そ
の
土
地
か
ら
生
じ
る
収
益
の
地
主
・
小
作
間
の
分
配
比
率
に
応
じ

小
作
農
に
対
す
る
補
助
金
の
影
響
は
少
い
。

て
、
両
者
に
分
配
さ
れ
る
。
地
主
は
小
作
農
へ
の
補
助
金
の
分
配
を
留
保
し
た
り
、
過
去
の
負
債
の
精
算
に
あ
て
た
り
し
た
た
め
、
小
作
農

(
2
)
 

の
取
得
部
分
は
著
し
く
す
く
な
か
っ
た
（
特
に
南
部
の
棉
花
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
）
。
土
地
に
対
す
る
権
利
が
な
い
農
業
労
働
者

は
補
助
金
の
恩
恵
を
う
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
は
生
産
削
減
に
よ
っ
て
雇
用
と
所
得
を
失
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
補
助
金
撒
布
に
よ
っ
て
増
加
し
た
所
得
の
大
部
分
は
、
土
地
所
有
者
、
資
本
主
義
的
大
農
場
主
、
上
層
農
民

に
帰
属
し
、
下
層
農
民
、
小
作
農
、
労
働
者
へ
の
影
響
は
非
常
に
弱
か
っ
た
と
い
え
る
。
価
格
の
上
昇
は
、
全
農
業
生
産
者
に
対
し
て
有
利

に
作
用
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
は
い
え
三
五
年
の
全
農
産
物
平
掏
価
格
指
数
は
一
〇
九
で
、
恐
慌
前
の
水
準
を
回
復
し
て
い
な
い
の
で
あ

り
（
前
出
第
六
表
参
照
）
、
下
層
農
民
に
と
っ
て
は
い
ぜ
ん
と
し
て
「
生
産
費
を
も
償
え
な
い
」
価
格
水
準
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
他
方
、

生
産
性
の
高
い
機
械
化
大
規
模
農
場
に
お
い
て
は
、
部
分
的
に
は
利
潤
の
成
立
を
さ
え
許
す
価
格
で
あ
り
、
こ
の
期
間
の
価
格
回
復
は
資
本

蓄
積
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。

農
業
所
得
の
増
大
は
主
と
し
て
資
本
主
義
的
大
農
業
、
上
層
農
民
層
に
発
生
し
、
こ
れ
は
農
業
恐
慌
か
ら
の
脱
出
に
と
も
な
っ
て
拡
大
再

「
一
万
ド
ル
以
上
の
補
助
金
支
払
件
数

こ
の
こ
と
は
生
産

対
象
に
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
経
営
規
模
の
大
き
い
上
層
農
民
で
あ
っ
た
。
補
助
金
の
支
払
は
作
付
を
削
減
し
た
土
地
面
積
を
基
準
と
し

第

四

号

八

八
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く
り
消
費
者
（
労
働
者
）
に
転
荷
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第

四

号

八

九

こ
の
こ
と
は
、
原
料

「
も
し
農
産
物
価
格
が
上
昇
し
た
な
ら

(
8
)
 

生
産
の
た
め
の
生
産
手
段
購
入
に
投
資
さ
れ
た
。
負
債
支
払
い
や
生
活
用
品
の
購
入
量
が
増
加
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

農
産
物
価
格
の
引
き
上
げ
、
加
工
税
賦
課
は
工
業
の
側
か
ら
次
の
よ
う
な
批
判
を
ま
ね
い
た
。

ば
、
生
計
費
は
増
大
し
、
賃
銀
や
そ
の
他
の
製
造
費
用
も
又
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
農
民
が
工
業
製
品
に
支
払
う
価
格
は
上
昇
し
、
農
民
を

(
4
)
 

は
じ
め
そ
の
他
す
べ
て
の
国
民
は
、
以
前
よ
り
良
好
な
状
態
に
達
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
賃
銀
、
原
料
費
上
昇
に
よ
る
利
潤
率
低
下
を
恐

れ
た
の
で
あ
る
。
農
産
物
価
格
低
下
に
対
し
て
は
、
価
格
引
上
政
策
で
は
な
く
コ
ス
ト
低
下
の
た
め
の
政
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張

が
い
ぜ
ん
と
し
て
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
恐
慌
に
よ
っ
て
暴
落
し
た
価
格
水
準
に
適
応
し
う
る
点
ま
で
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
現
実

的
に
不
可
能
で
あ
る
。

「
大
規
模
農
場
に
お
い
て
さ
え
、
労
働
節
約
的
な
手
段
の
採
用
は
企
業
の
ご
く
限
ら
れ
た
階
層
で
あ
り
、
農
業
の
大

部
分
は
家
族
労
働
力
に
よ
る
小
農
経
営
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
農
業
に
お
け
る
機
械
化
と
合
理
化
は
他
の
産
業
と
比

(
5
)
 

較
し
て
、
非
常
に
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
る
。
」
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
農
業
に
低
価
格
を
要
求
す
る
こ
と
は
農
村
に
お
け
る
社

会
的
不
安
を
激
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
農
民
の
購
売
力
の
急
激
な
低
下
は
国
内
市
場
を
せ
ば
め
、
工
業
が
恐
慌
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
困
難

と
す
る
原
困
と
な
る
。
そ
の
う
え
、
農
民
の
支
払
い
能
力
と
収
入
の
減
少
は
多
数
の
信
用
機
関
、
銀
行
、
保
険
会
社
に
資
金
喪
失
の
脅
威
を

与
え
た
。
緊
急
的
な
政
策
と
し
て
、
価
格
引
上
げ
政
策
が
と
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
価
格
上
昇
に
よ
る
負
担
を
そ
っ

加
工
税
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
原
料
農
産
物
を
消
費
す
る
加
工
業
者
は
加
工
税
を
課
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、

価
格
が
税
額
だ
け
上
昇
し
た
の
と
等
し
い
影
響
を
加
工
資
本
に
お
よ
ぼ
す
。
政
策
立
案
者
は
原
料
価
格
の
低
下
率
が
製
品
価
格
の
低
下
率
を

は
る
か
に
上
廻
っ
て
い
る
事
実
に
注
目
し
て
、
加
工
税
に
よ
る
原
料
価
格
上
昇
は
製
品
価
格
に
大
し
た
影
響
は
与
え
な
い
も
の
と
予
想
し
て

(
6
)
 

い
た
。
加
工
税
は
、
利
潤
部
分
に
対
す
る
課
税
で
あ
る
限
り
、
製
品
価
格
の
う
ち
に
ふ
く
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
あ
る
（
自
由
競
争
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(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
4
)
 

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

を
前
提
）
。 農

業

調

整

政

策

の

成

立

と
こ
ろ
が
事
実
は
逆
で
あ
り
、

(
7
)
 

工
業
に
お
け
る
独
占
は
超
過
利
潤
を
維
持
す
る
た
め
、
加
工
税
負
担
を
す
べ
て
消
費
者
に
転
荷
し
た
。

食
料
小
売
価
格
指
数
は
一
『
一
年
―
二
月
の
六
四
・
七
か
ら
三
六
年
一
月
の
八
一
・
六
へ
約
二
六
％
の
増
加
を
示
し
、
同
一
期
間
中
の
衣
料

小
売
価
格
指
数
の
上
昇
は
一
―
-
％
と
な
っ
て
い
る
。
消
賽
者
の
不
満
は
高
ま
り
、
三
六
年
一
月
、
最
高
裁
判
所
は
加
工
税
に
対
し
違
憲
判
決

を
下
し
た
。
三
三
年
の
農
業
調
整
政
策
は
そ
の
主
要
な
柱
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
農
業
調
整
政
策
は
、
こ
れ
を
転
期
と
し
て
新
た
な
る
発
展

を
と
げ
る
の
で
あ
る
。

第
二
十
八
巻

製
品
価
格
は
税
額
相
当
分
な
い
し
は
そ
れ
以
上
も
騰
貴
し
た
。
農
産
加

C
.
 
T
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c
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m
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,
 op. 
cit., 
p. 
2
6
1
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C
.
 
T
.
 S
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0
p
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2
6
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「
工
業
製
品
の
農
業
地
域
へ
の
自
動
車
輸
送
量
は
こ
の
期
間
（
三
三
年
l
三
五
年
…
引
用
者
）
に
六

0
形
増
加
し
た
。
南
東
部
で
は
ほ
と
ん
ど
二
倍

に
達
し
た
。
農
業
資
材
、
農
業
機
械
、
家
計
用
品
の
販
売
増
加
が
も
っ
と
も
い
ち
じ
る
し
い
。
…
…
…
税
金
怠
納
や
銀
行
、
商
人
へ
の
負
債
は
精
算

さ
れ
た
。
」

(C.
T
.
 S
c
h
m
i
d
t
`
o
p
.
 cit••p. 

2
7
2
)
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農
産
加
工
業
に
お
い
て
は
、
原
料
供
給
条
件
に
き
わ
め
て
強
く
制
約
さ
れ
た
め
、
大
企
業
の
成
立
が
困
難
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
部
門
に
お

い
て
も
巨
大
な
企
業
が
成
立
し
て
い
る
。
例
え
ば
畜
産
罐
詰
工
業
で
は
、
製
品
総
販
売
量
に
占
め
る
上
位
一

0
社
の
割
合
は
、
牛
肉
罐
詰
類
で
七
〇

形
、
特
に
仔
牛
肉
罐
詰
で
は
九
八
％
を
占
め
て
い
る
（
三
五
年
）
。
ま
た
製
粉
業
に
お
い
て
は
、
十
三
社
で
四
七
免
を
占
め
る
。

(
C
.
T
.
 S
c
h
m
i
d
t
,
 

op. 
cit., 
p. 
8
9
.
)
 

加
工
税
は
前
転
さ
れ
、
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